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Meet the Expert

CGM機器やAdvanced Hybrid Closed Loop

およびweekly insulin

演題 ：「糖尿病診療における先進医療機器の現状とその活用法」

所属 ： 東京慈恵会医科大学

糖尿病・代謝・内分泌内科 主任教授

氏名 ： 西村 理明先生

第79回全国臨床糖尿病医会学術集会 日時：2025年4月5日（土） 会場：第一ホテル両国5F 北斎

近年、糖尿病診療において先進的医療機器の進化が

急速に加速し、糖尿病のある人の血糖管理およびQOL

（Quality of Life）の改善に大きく寄与している。本講演で

は、最新の血糖モニタリング技術としての持続血糖モニタ

リング（Continuous Glucose Monitoring: CGM）、これと連

携するインスリンポンプ療法の進化、ならびに新規基礎イ

ンスリン製剤であるインスリンイコデグの臨床応用に焦点

を当て、最新の知見を概説する。

まず、血糖モニタリング技術の進歩により、血糖を自己

管理する目的でのCGM使用が広く普及している。これに

より、従来の自己血糖測定（Self-Monitoring of Blood

Glucose: SMBG）と比較して、より詳細な血糖変動の可視

化と、いままで検知不可能な時間帯（特に就寝中）の低

血糖ならびに高血糖の把握が可能となった。CGMにより、

患者自身による自己管理能力の向上と、医療従事者に

よる治療戦略の最適化ならびに個別化が実現しつつあ

る。

次に、CGMと連携したインスリンポンプ療法について触

れる。特筆すべきは、自動インスリン投与システム

(Automated Insulin Delivery(AID))が搭載された機器で、

この機構により血糖コントロールの改善ならびに安定化

が急速に実現されつつある。国内外の臨床試験におい

て、AIDの使用はHbA1cの有意な改善および低血糖リス

クの軽減に寄与することが報告されており、今後の実臨

床でのさらなる普及が望まれる。

最後に、新規基礎インスリン製剤であるインスリンイコ

デグ（insulin icodec）にふれる。本製剤は、週1回投与が

可能な超長時間作用型インスリンであり、この製剤により

従来の1日1回投与製剤と比較して注射回数の大幅な削

減が可能となる。本製剤が、インスリン治療の早期導入

の促進と治療アドヒアランスの向上をもたらす事、さらに

インスリン治療が必要な高齢化人口増加の解決策となる

事が期待される。
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